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1　はじめに
　中央材料室（以下中材とよぶ）の目的は、病院全体
の治療や、看護に必要な医材および衛生材料を管理し、
正確な消毒滅菌に関する作業を、統一的に行ない、医
療全般の安全性と、能率向上を図るのである。
　当院の中島は、資材課管理から、看護部へ移管され
て5年経過した。その間、ディスポ製品では、有効期
限切れで、使用に耐えないものが多々あり整理がなさ
れた。その後、新病院の準備として、各セット類の調
整、必要に応じ単品の検討をし、看護部の指導のもと、
供給物品、中材の作業等を進めてきた。今回、新病院
に移り10ケ月を経過したので、その動向について報告
する。
〈表1＞各セットの調整　（61．4．1より実施）
2　経過，
　1）デ〆スポ製品は、今迄の取り扱い品目の約3倍
とし、常時在庫しているものと、そのつど購入してい
るものとがある。各セット類は、共用できるものもあ
り、昨年12月に、医局側との話し合いのもとで、内容
の調整を行ない、40セットを32セットとした。（表1）
　2）ステージトレイの定数化
　看護部と病棟スタッフの協力のもとで、試験的に第
一段階として、一昨年から、外科系を中心に、中央病
棟4階、5階、南病棟5階で行ない、更に第二段階と
して、内科系病棟、混合病棟、小児科病棟の順に試み
てもらい、その後、アンケート調査をした結果により、
本年5月1日を以って、各病棟へ定数化を促し、大部
分が実施した。　　（表2・図1）
晦 種　　　　類 旧　　数 現在数 配 種　　　　類 旧　　数 ・現在数
1 静脈切開（成人用） 75 8024 脳血管撮影 15 15
2 〃　　（小児用） 26 2025 静脈圧セット 55 55
3 気管切開（成人用） 46 3526 腹部血管撮影（アンギォ） 15 20
4 〃　　（小児用） 5 6 27 心臓血管撮影｛1）穿刺用 内科3外科3 6
5 小切開 45 6028 〃　　②切開用 内科3外科3 6
6 縫合セット 50 13029 〃　　（3） 6 6
7 縫合セット（脳外科用） 15 15 30 顔面神経ブロック 17 17
8 腰椎穿刺（山田式） 40 4431 経皮経回胆管造影（RTC） 13 13
9 〃　　（清水式） 53 5832 リンパ管造影 3 3
10 〃　　（小児用） 25 29
11 胸腔穿刺 25 25
12 腹腔穿刺 25 25
13 骨髄穿刺A（成人用） B25　C　2045
14 〃　　B 宮坂　2 5
15 骨髄穿刺（小児用） 10 10
16 骨髄穿刺（乳児用） 20 20
　　　　共用としたもの
P　骨髄穿刺B．C－A
Qアウスセット蛛p麟3　胸腔ドレーン　　縫合セット4衡セット舗毘｝1種類5静脈切開舗｝麟6　脳室撮影（PEG）腰椎穿刺（清水式）7　その他、内容の調整は各セット全部に手を加えた。
17 鋼　　線 5 7
18 硬膜外セット 10 22
19 脊髄造影（ミエロ） 10 10
20 分娩セット 26 26
21 アウスセット 外科9病棟15 24
22 子宮卵管造影ぐヒステロ） S－3のみ3 12
23 導尿セット 50 75
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〈表　　2＞
ステージトレイについて
づ姦 トイレの種類と一日の使用数
病棟名 科　　目　別 A B C D E
変則
計
倍率
8F38 混合38 4 （3） 8 2
9E27 産科27 1 3 3
10〃 29 小児外科29 2 4 2
11〃 48 外科48 3 9 3
12〃 48 外科10泌科38 1 1 6 3
13〃 46 脳外36口腔外10 3 9 3
14〃 49 整26形成19麻4 2 6 3
15〃 48 眼科48
16〃 42 外科24麻4　放6M傷6　小線源2 2 1 9 3
17〃 48 内分泌48 3 9 3
18〃 47 内血液47（無菌2） 2 4 2
9W48 婦人科48 3 7 2．5
10 47 小児内科47 1 3 3
11 48 外科48 3 9 3
12 48 外科48 3 9 3
13 48 耳鼻科48
14 48 整形48 2 5 2．5
15 45 老19眼19神経9 2 4 2
16 48 内科18皮膚科20W病8隔離2 4 8 2
17 48 内消化器系48 2 4 2
18 48 内循環器系48 2 5 2．5
救命 10 1 3 3
CCC13 2 7 3．5
NICU22 1 〔1） 2 2
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　3）依頼消毒
　従来、各病棟、外来が消毒依頼を出していたすべて
の所有物品を、消毒までの準備作業も含め、中材の業
務とした。この業務を始めるための対策として、昨年
5月31日から、6月5日迄の6日間で、消毒容積をみ
るための調査に並行し、各科から消毒依頼の器具を、
手探りで物品を確かめ、種類別に調べて参考の一部と
した。
　4）単独物品の中材化
　依頼消毒の統計をとってみて、気付いたことは、一各
科から共通した物品が　　　ていたことである。この
統計資料をもとに、種類別に検討し、それを病棟、外
来にアンケート調査依頼をした。調査内容は次の通り
である。
C
外
科
系
懲四ツ　“一ゼ
　　10枚
四ッ折ガーゼ
　　10枚
酵籍
蓄攣
墓架
D
小
児
科
系
lll嚴徽
八ツ折力補
四ッ折が一ゼ
　　15枚
外長
科無
ゾ鉤
ン鋲
デ子
3　15
　　　　　　　　　　E
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D一週間以内の使用数
ii）各科の使用数
iii）中材からの借用数
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本本
　これらの結果から病棟、外来の一日の使用数を計算
して、病棟の分は3～5倍、外来の分は2～3倍とし
て物品を揃え、8月中旬より実施した。その後は、患
者の増加と使用率により補充しつつある。現在の単独
物品数は、45種類であ：る。（表3．4）
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　　　　　　　〈表　　3＞
単独物品の中材化について　　調査日61．7．18
品　　　名 現在の保有数 計 一日の使用量 現在迄のw入数 計病棟 外来 中材 病棟 外来
クーパー　14㎝ 113 43 321 477 109 19 200 677
直行　　14㎝ 5 23 10 38 7 10 0 38
小反萌　　11㎝ 15 125 59 199 13 53 10 209
小直勇　11伽 0 80 0 80 0 0 0 80
洗腸器　50cc 8 22 20 50 13 4 0 50
〃　　100cc 0 0 12 12 0 0 0 12
錫子（無鉤）23伽 372 710 12392321696 355 700 3021
〃　　　18㎝1 97 95 127 319 94 41 30 049
〃　　　14απ 32 32 179 243 47 12 5 248
鉗子立（大） 92 91 114 297 82 42 7 304
〃　（小） 30 51 13 94 14 25 0 94
外科ゾンデ21㎝ 105 96 144 345 75 31 190 535
線状舌圧子16απ 126 289 50 465 54 67 50 515
咽頭巻綿子21侃 171 333 74 578 46 145．5 20 598
抜鉤鉗子 20 0 42 62 15 0 5 67
鋭匙12．5㎝ 1 12 4 17 3 2．5 20 37
麦粒鉗子 6 0 45 51 3 0 0 51
　　　〈表　4＞
単独物品一覧
　　　＜表　5＞
衛生材料一覧
品　　名 パックの方法 品　　　名 パックの方法 品　　　　　名 開始時期 バンクの方法
血沈棒 5本1パック外科ゾンデ21伽1本1パック 熱傷用ガーゼ（　　三ッ折　　） S61．4．1以前3組1パック
涜腸器　50cc1本　〃 線状舌圧子16㎝ 〃 メンポガーゼ（30×15cm） 〃 1枚　〃
〃　　100cc 〃 咽頭巻綿子21απ 〃 〃　　（15×15cm） 〃 〃
クーパー　14απ 〃 丁丁鉗子 〃 綿球　　　1．4㎜ 〃 1091パック
直勢　　14㎝ 〃 麦粒鉗子 〃 〃　　　　2．0㎜ 〃 〃
小反勢　11㎝ 〃 長クーパー 〃 〃　　　　2．5mm 〃 〃
小直勇　　11㎝ 〃 ストッパー（大） 〃 ⊃・撚一真　冨2樋） S61．4．1以降3組1パック
錨子（無鉤）23伽5本1パック 〃　　（小） 〃 四ッ折ガーゼ 〃 1（：枚　〃
〃　　　18㎝ 〃 安全ピン（大） 〃 六ツ折ガーゼ 〃 2C枚　〃
〃　　　14㎝ 〃 〃　（小） 〃 八ッ折ガーゼ 〃 10改　〃
鉗子立（大） 1個1パック鋭匙　　16㎝ 〃 Yガーゼ 〃 5枚　〃
〃　（小） 〃 その他 トレックスガーゼ（285×30cm） 〃 1枚　〃
佐伯眼帯（大） 20枚1パンク 〃　　　（20×20c慮） 〃 1枚　〃
〃　（小） 1枚1・㍉ク 〃　　　（5×5cm） 〃 1枚　〃
コメガーゼ　　（1．5×16cm） ．〃 5枚　〃
〃　　　　（3×16cm） 〃 恋枚　〃
〃　　　　（6×16cm） 〃 1（枚　〃
三角大コメがLビ（≡角ガ］ビ1枚） 〃 5枚　〃
髄階隠豊つた窓のり 〃 1枚　〃
ステラー・ぜ　　　（5×5cm） 〃 5枚　〃
1／4ガーゼ 〃 10改　〃
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　5）衛生材料
　単科独自で、使用する衛生材料以外は、中材に於い
てパック詰めをし供給している。ガーゼ類は、手慣ら
しの為、旧病院より業務内容に入っていたが、新病院
になり、各病棟からの希望により、始めたものもいく
つかある。　（表5）
3　考察
　2の2）について
　ステージトレイの種類の選択と定数化は徹底したが、
病棟によっては変則のまま経過しているため、協力を
お願いしなければならない。また中材側でも、型の統
一、内容を再検討しなければならない。
　2の3）について
　i）病院全体の消毒物品が把握できた。　　　　ve
　iD品目別の分折から、共通の単品、衛生材料の共
　　通性がわかり、それを分離することにより、業務
　　の合理化が早くできる足がかりとなった。
　iiD消毒に関しては、正内取毒法を教ネる資料と
　　なり、また係にも、つい、うっかりの過ちが発見
　　でき、注意も与えられるし、病棟にも連絡ができ
　　る。
　iv）各科の器具を、スタッフに指導する資料となつ
　　た。
　V）まだ整理しなければならない部分が多くあるの
　　で、臨床側と密着した態度で、意見の交換をし、
　　効率を上げたい。
　vD滅菌依頼消毒件数の多いうちは、中材業務の機
　　能を、充分に果たしているとは言えないと考える
　　が、大学病院は、教育機関の場であるため、物品
　　の種類が多い。病院全体の物品すべてを、中材化
　　することは困難であるが、保管のためのスペース、
　　戸棚等を考慮し、少しずつ実施していきたい。
　viD老齢化したスタッフの能率について、業務分担
　　等を検討し、間違いを起こさぬよう進めている。・
　2の4）5）については、現在のところ問題はない。
更に病棟、外来の需要に応じ、スペースも勘案し実施
していきたい。
4　おわりに
　中材の今後の目標は、医材の滅菌業務を徐々に中材
．．！ヒ吏る．と蜘ζ・挙票母小限ρ保有を資2二⊆），．臨困齪こ
対レて、tt過不足なく流動的に供給する．誌琢・ある。こ
のことにより、医材並びに労力の効率化が図られ、患
者サービスを向上させることになる。現在は、物品の
使用迄の管理を、病棟側にしていただいているが、将
来は、中材管理として、患者に安全な医療を提供でき
るようにしたい。
　今回の報告は、中墨の概要だけにしか、手をつけら
れなかった。次回は、手元にある資料をもとに、それ
を分析して検討し、需要側である、病棟、外来の意見
をいただき、中傷の役割の向上を図りたい。
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